
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４号 

2023.12 

日に日に気温が低くなってきました。 

さて、天気予報で「寒気が流れ込んで放射冷却も強

まり、この冬一番の冷え込みとなるでしょう」と言っ

ているのを聞いたことがあると思います。この「放射

冷却」という言葉に、一瞬「？」と考えてしまうので

すが、みなさんはどうですか。 

図書館で偶然見つけましたこんな本。 

『ＮＨＫ天気質問箱』  平井信行（著） 

ＮＨＫ出版協会 【451】 

質問形式をとっているので、自分だけが疑問に思って

いたのではないことにも驚かされる本です。 

 

 

 

ジャンボかるたで百人一首大会 

日時 令和６ 年１ 月１ ０ 日（水） 

１ ５ ：４ ５ から 

場所 笠田高校 図書館 

＊ 参加者に参加賞があります 

☆★図書館からのお知らせ 

百人一首を覚えていてもいなくても 

みんなが楽しめる、かるた取りです。 

B4 サイズの厚紙に書かれた下の句を取

っていきます。毎年、大盛況です。 

新潮新書『スマホ脳』アンデシュ・ハンセン（著）

/久山葉子（訳）  新潮社    【498.39】 

この本はスマホを使用することで起こる身体へ

の弊害について書かれています。ストレスと不安

を引き起こしてしまうのです。一番影響を受ける

のが睡眠、集中力の低下だと書かれています。人間

の進化の見地から研究結果に基づき説得力ある根

拠が示されており、とても納得できます。Apple設

立者ｽﾃｨｰﾌﾞ・ｼﾞｮﾌﾞｽﾞは、わが子になぜ iPadを触ら

せなかったのか？       （２Ｃ豊川愛菜） 

 

私がおすすめする 1冊です 

読んでみてください。 



 

 

 書         名 著 者 名 出 版 社 分類番号 

1 もし ChatGPT が文豪や〇〇としてカップ焼きそばの作り方などを書いたら 爺比亭茶一斗 光文社 007.13 

2 図書館員の未来カリキュラム 未来図書館研究所（編） 青弓社 010.4 

3 ローマ教皇は、なぜ特別な存在なのか 藤崎衛 NHK 出版 198.22 

4 ユダヤ人は、いつユダヤ人になったのか 長谷川修一 NHK 出版 227.9 

5 蝶と人と美しかったアフガニスタン 尾本惠市 朝日新聞出版 292.71 

6 雑貨・服イギリス買い付け旅日記 井形慶子 筑摩書房 293.33 

7 警察犬になったアンズ 鈴木博房 岩崎書店 317.75 

8 学研の図鑑 LIVE 人体  Gakken 491.3 

9 「食品成分表」と「栄養計算」のきほん 渡邊智子 講談社 498.51 

10 発達障害の人が見ている世界 岩瀬利郎 アスコム 493.76 

11 世界の子どもたちへ 元気？ 長倉洋海 朝日新聞出版 748 

12 シェニール織とか黄肉のメロンとか 江國香織 角川春樹事務所 913.6 

13 青春をクビになって 額賀澪 文藝春秋 913.6 

14 わたしに会いたい 西加奈子 集英社 913.6 

15 銀の夜 角田光代 光文社 913.6 

16 百鬼園事件帖 三上延 角川書店 913.6 

17 ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人 東野圭吾 光文社 913.6 

18 徹子さんの美になる言葉 黒柳徹子 光文社 914.6 

19 李箱作品集 翼 李箱 ｲ･ｻﾝ 光文社 929.18 

20 絵本 手ぶくろを買いに 新美南吉 新日本出版社 913.6 

21 絵本 ねこさんかぞくのクリスマス ﾙｰｼｰ・ﾌﾞﾗｳﾝﾘｯｼﾞ ブロンズ新社 933.7 

22 絵本 もうすぐクリスマス 北岸由美 白泉社 913.6 

23 絵本 うらがえしサンタ 高畠那生（絵） 佼成出版社 913.6 

24 絵本 はるさんと１０００本のさくら ただのぶこ 中央公論新社 913.6 

25 絵本 こねこのトト くらはしれい 白泉社 913.6 

26 絵本 あーっと かたづけ 田中達也 福音館書店 913.6 

27 絵本 だ～れだ？ ﾋﾄﾞ･ﾌｧﾝ･ﾍﾈﾋﾃﾝ ﾊﾟｲｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 949.33 

28 漫画 リエゾン１５ ヨン・チャン KODANSHA 726.1 

29 漫画 ブルーピリオド１５ 山口つばさ KODANSHA 726.1 

30 漫画 DOG SIGNAL１～３ みやうち沙矢 KADOKAWA 726.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪♪新しい本がいっぱい♪♪ 

 

『秋山善吉工務店』  中山七里（著）光文社文庫 

父と家を火事で失ってしまった残された家族 3 人は、亡き父の実家である「秋山善吉工務店」に身を寄

せた。昔気質で職人の秋山善吉のことが孫の雅彦と太一は苦手である。母も早く経済的に自立をして、こ

の家から出て行きたいと考えている。ところが、数々の難問題がこの 3 人に起こってくる。右往左往し

ていると、秋山善吉は特有のやり方で 3 人を救ってくれる。かなり怖いけど、スーパー爺ちゃんなので

ある。ある日、火事の件で刑事が訪ねてくる。あの火事には事件性があると刑事はまだ捜査を諦めていな

かったのだ。さて、どんな展開になるのか、どんな結末が待っているのか。 

ぜひ、読んでみてください。【913.6】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


